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羽越河川国道事務所が発注した今年度の工事や業務委託等の受注者と国交省監督職員

が、現場での課題への取り組みや創意工夫について「技術報文」として募集し、その中から９

編の報文の発表と表彰式を開催します。

発表会は平成15年度から継続して実施しており、今回で13回目になります。
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投げ込み先

北陸地方整備局 羽越河川国道事務所

建設専門官 伊藤 勝美（いとう かつみ）
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問い合わせ先

１．開催日時と場所

日 時 ： 平成２８年２月１０日（水）、１４時００分～１６時４５分
ｐ

ｐ 場 所 ： 神林農村環境改善センター（村上市岩船駅前56、村上市神林支所隣）

参加者 ： 約90名の予定

【H27年度報文数と発表件数（課題区分別）】

「技術研究発表会」施工・安全の技術向上へ

本写真は昨年の
中学生職場体験時

本写真は昨年の
中学生職場体験時

４．報文数と発表内容

＊工事安全対策協議会は、羽越河川国道事務所と同事務所工事等受注者で構成。

３．主催

羽越河川国道事務所工事安全対策協議会（技術研究会）

会長は羽越河川国道事務所長。

課題区分 報文件数 発表件数

① 工事施工 １１ ４

② 安全管理 １６ ２

③ 施工管理 ２ ０

④ 環境・渉外 ３ １

⑤ イメージアップ １ １

⑥ その他 ５ １

合 計 ３８ ９

【昨年度の技術研究発表会状況】

２．目的

羽越河川国道事務所の各現場で実施された工事施工、安全管理、施工管理、環境対策
などへの課題に対する取り組みについて、独創性・有益性・発展性に優れた報文を「奨励
賞」として表彰し発表することで、情報の共有と技術力の向上を図ります。
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日時：平成２８年２月１０日（水）
　　　　１４時００分～１６時４５分
場所：神林農村環境改善センター

１４：００ 開会挨拶 羽越河川国道事務所　技術研究会会長
　　　羽越河川国道事務所長　　清水　文裕

１４：０５ 発表　 （発表１０分＋質疑３分）×９題

１６：１５ 表彰 羽越河川国道事務所長

１６：２５ 講評 羽越河川国道事務所　技術研究会副会長
　　　羽越河川国道事務所（河川）副所長　増田　孝幸

１６：４０ 閉会挨拶 羽越河川国道事務所　技術研究会副会長
　　　株式会社横井組　代表取締役社長　横井　仁

平成２７年度　羽越河川国道事務所技術研究発表会

次　　　　　　第

分野 タイトル 発表者

工事施工

床版コンクリート補修におけるコンクリート品質確保の工夫 (株)小野組

【羽越管内橋梁補修その２工事】 　斎藤　裕介

ＭＣ油圧ショベル使用による情報化施工について (株)加藤組

【日東道荒川ＰＡ整備他工事】 　佐藤　洋行

消波根固めブロックの品質向上についての工夫 (株)小池組

【鳥屋根固め及び神林環境整備他工事】 　佐藤　陽祐

小型連接ブロック復旧布設専用据付金具による施工 (株)松山組

【羽越管内橋梁補修その１工事】 　斎藤　忠幸

安全管理

道路照明不点灯ランプ取替時の高圧架空配電線接近注意喚起 旭電工(株)

【平成２７年度羽越管内電気通信設備維持工事】 　増澤　厚

狭小箇所での工事関係者の通行及びクレーン作業時の合図の工夫 (株)高建

【国道７号事故対策その１工事】 　神田　拓郎

環境・渉外

「荒川たんぽ」の保全に向けた関係機関等との情報共有の取組 (株)東京建設コンサルタント

【平成２７年度　荒川自然再生調査業務】 　池村　彰人

イメージアップ

体験型現場見学会のアンケート結果と考察 建設専門官

　伊藤　勝美

その他

タブレット端末を利用した工事監督業務の効率化 (株)建設マネジメント北陸

【平成２７年度羽越管内工事監督支援業務】 　玉野　満
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